
全国生協のSDGsの取り組み
2025年度

「コープSDGs行動宣言」としてまとめた7つの取り組みについて、進捗状況を報告します。

東北6県の生協と穴水町社会福祉
協議会が共同で行う「みんなのサ
ロン」を2025年度に4回開催

いばらきコープ全5店舗で能登・石
川の特産物販売、対象商品購入や
募金を通じて寄付を実施

被災地の炊き出しや清掃などのボ
ランティアなどに、生協や行政、
NPO団体などと連携して取り組む

①社協×生協協働企画
　（被災者の見守り訪問、メッセージ＆プレゼント）

延べ28生協参加
②つながる力で能登を笑顔にアクション

45生協・団体  185名参加 2025年9月

③全国生協によるコープいしかわ能登エリア組合員招待企画
　「つな♡のと旅企画」10生協参加
④オンラインミーティング  3回開催 延べ301名参加

誰もが安心してくらし続けられる
地域社会づくりに参加します

令和6年(2024年)能登半島地震・奥能登豪雨災害への被災地支援を、全国生協と力をあわせて取り組みを継続
能登半島地震の被災地支援

コープ被災地支援センターの取り組み
（石川県生協連・コープいしかわ・日本生協連）

令和6年能登半島地震支援募金・
能登豪雨災害募金

36生協から
約1億2,300万円
2025年度

23億2,600万円
累計

（2024年度との合計）

買い物支援
（移動販売車、買い物送迎車）

緊急時における
物資供給等に関する協定

968件

移動販売車

37生協

265台 2026年2月末時点

自治体との包括連携協定、地域見守り協定 全国の生協

配食事業の利用

16.4万人
2025年度6月時点

 配食事業
（宅配弁当・配食サービス）

自治体との
包括連携協定の締結

266件

買い物送迎車

25生協

148台 2026年2月末時点

2026年3月末時点

1,328市区町村

67社会福祉協議会

32都道府県

全市町村数の

76.3％

自治体との
地域見守り協定締結率

全国の生協

全国の生協 全国の生協

全国の生協

全国の生協・日本生協連

各地での台風や記録的な豪雨災害、豪雪など自然災害への対応として、地域ごとに平時からの関係団
体とパートナーシップ構築や組合員・職員への防災・減災の学習に取り組む

災害支援



ＣＯ・ＯＰ商品のめざす未来「すべてのＣＯ・ＯＰ商品をエシカル消費対応に」進捗状況

「生協の2030環境・サステナビリティ政策」2030目標の達成度

53生協が参加コープサステナブルアクション

持続可能な生産と消費のために、
商品とくらしのあり方を見直していきます

サブブランド
「コープサステナブル」
の供給高 （前年比107％）

使い捨てプラスチック
容器包装の使用量
2018年度比で 11.7％削減

2024年度

2030年
目      標

2030年
目      標

使い捨てプラスチック容器包装の使用量を
2018年度比で25%削減

CO･OP商品の
再生・植物由来
プラスチック包材

1,340品に拡大

商品カタログに使用する
紙使用量を2030年に
2021年度比で25%削減

2021年度比で

7.2％削減
2024年度

9割以上の生協で「エシカル消費」、「SDGs」、
「環境保全・生き物調査等」、「リサイクル」な
どをテーマにした企画や学習会を実施

日本生協連
「コープのエシカル」

はこちら

CO･OP商品の
エシカル消費
対応商品の供給高 2,844億円

323億円

（前年比105％）2025年度

（2026年3月末終了）

2025年度

その他エシカルに関する取り組み

2025年度

プラスチック容器包装の削減、
再生・植物由来プラスチックへの切り替え 全国の生協

カタログ・チラシに
使用する紙使用量の削減 全国の生協

食品廃棄物・ロスの削減 全国の生協

全国の生協

日本生協連

詳しくは
こちら

食品廃棄物を2030年に
2018年度比で50％削減

2030年
目      標

食品廃棄物
2018年度比で

26％削減
2024年度

食品
リサイクル率

77.3％
2024年度



2024年度

活動者

参加者

延べ54,000人

2024年度

サロン開催（気軽に立ち寄れる場の提供） 参加人数

2,399回 30,193人
2024年度 2024年度

サロン活動

健康づくりの取り組みを広げ、
福祉事業・助け合い活動を進めます

核兵器廃絶と世界平和の実現を
めざす活動を推進します

ピースアクションinヒロシマ・ナガサキへの参加

ピースアクションinオキナワへの参加

助け合い活動

39万6,557時間 14,757人

有償ボランティア活動

平和活動

認知症サポーター養成講座
養成講座開催

178回

新たなサポーター数

1,585人

認知症サポーター数

53生協

52,544人
2026年3月末時点2025年度2025年度

（2026年3月の現地参加者数）

93生協

42生協

 延べ5,200人

 268人

ピースアクション（全国での開催）

554件

年間
延べ

年間
延べ

年間
延べ

年間
延べ

全国の生協

全国の生協

全国の生協

全国の生協

2025年度

2025年度



軽・軽バン・乗用車437台、
トラック39台476台 1台 2026年1月末時点

2026年1月末時点

「生協の2030環境・サステナビリティ政策」2030目標の達成度 詳しくは
こちら

EV車の導入 FCV車の導入

正規職員と管理職の女性比率 男性職員の育児休業

地球温暖化対策を推進し、
再生可能エネルギーを利用・普及します

ジェンダー平等（男女平等）と
多様な人々が共生できる社会づくりを推進します

FCVEV

CO2排出総量の削減 全国の生協

全国の生協 全国の生協

再生可能エネルギー開発 全国の生協

全国の生協 全国の生協

2030年
目      標

2030年
目      標

2030年にCO2排出総量を
2013年度比で50%以上削減する

2030年までに年間発電量
４億kWh(設備容量200MW相当)の
再生可能エネルギーを開発する

2024年度のCO2排出総量は805,466トン
2023年度比では2.1％減少

CO2排出総量
2013年度比

2024年度の
年間発電量18.8％削減 約2.7億kWh

2024年度

設備容量は約155MW

アジアの協同組合の女性参画支援
ICA（国際協同組合同盟）のアジア・太平洋地域の理事会に参加するとともに、女性委員会の活動を通じて、女性の社会参加
の促進を支援

2025年度

2025年度

男性職員の育児休業取得率

65.1％
2024年度

正規職員の管理職
（課長級以上）女性比率 13.9％

正規職員（総合＋限定）
女性比率 28.7％

日本生協連



「子どもの貧困支援活動応援助成」

学習支援

延べ17生協

総額690万円2025年度の助成 17団体

奨学金制度

子ども食堂・多世代食堂

延べ42生協

延べ16生協

フードドライブ

54生協

助成金制度

延べ20生協

フードバンク

延べ44生協

「子どもの未来アクション」

子どもへの支援

世界から飢餓や貧困をなくし、
子どもたちを支援する活動を推進します

1983年からの累計募金額　

ユニセフ（国際連合児童基金）への募金

生活相談・貸付事業

全国の生協

約4億5,658万円 約133億円
（2025年4月1日～2026年3月31日）

（一般募金・指定募金・緊急募金の合計）2025年度の募金額

貸付実施

アンバサダー登録

1,414人

学習会開催数

延べ382回

2026年3月末時点

2024年度調査

2024年度調査 2024年度調査 2024年度調査

2024年度調査 2024年度調査

8生協      591件 2025年4月度〜2026年3月度

全国の生協

全国の生協

全国の生協

学習会参加者数

延べ16,150人


